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1.研究の背景と本研究の位置づけ 
戦後の数十年間に,人々の生活行為の活動範囲は広域化

してきた。現在、国の規制緩和,地方拠点都市法の制定、
地方分権、行政体制の積極的な整備と確立を進めるための
市町村合併の推進などにより、広域行政を取り巻く環境は
変化を見せている。 
しかし、この背景下で、市町村の長期整備計画や地域の

振興などに関しては,原則として県の境域が範囲とされて
いる｡実際は､県と県の隣接地域では、住民生活の行動が県
境を超えて、広範囲に交流流動が行われている。交通や
様々な施設を利用するため、県境を越えた地域連携を形成
するに至っている。それについて、県境を越えた都市圏の
形成と変化、県と県の隣接地域間交流の構造特性、さらに
連携状況を明らかにすることは、どのような形で広域的な
交流がなされているのかの、基本的な事項を確認する上で
重要である。 
 

2.研究の方法・目的・対象地域 
本研究では、国勢調査の通勤通学データ 1)における 15

歳以上の通勤と通学の人数を用いる。県境を越える交流流
動を抽出して、1975年、1980年、1985年、1990年、1995
年の「5 時点（20 年間）」における、福岡県と隣県の隣接
市町村間の通勤通学状態を定量的に把握し、各時点の地方
都市圏の変化を明らかし、都市圏の構造特徴をまとめる。
また、本研究については、まず「その1」2)、「その 2、3」
3)の研究を基礎にして、さらに 5％交流率（流出率）注 1)を
対象地域に適用する。本稿はこれらの研究成果に基づく継
続研究である。 
本研究の目的では、通勤通学の行為によって、福岡県と

隣接県の市町村間の交流流動状態を把握し、20 年間の通
勤通学圏域が形成される経緯を分析し、以下の2つを明ら
かにする。①県境を越える地方都市圏の構成と変化を明ら
かにする。②県境を越える地方都市圏の構造特徴と形成過
程に関連する条件を探るとともに、その位置と範囲を明ら
かにする。 
対象地域は、福岡県と隣接する佐賀県、大分県、熊本県

における各県境の市町村である。 
 

３.県境を越える都市圏確定のための基準採用 
県境を越える都市圏を確定するための基準については、

通勤通学の“交流率”をどう設定するかである。 
ここで、まず「その1」と「その 2、3」の研究における

交流率を検証したものを参照している。つまり、県内都市
圏の確定基準として交流率の５％を利用している。その理
由は，県内地方都市圏を分析するレベルが同等とすること
や県境内外地方都市圏の構造を１つの基準にして判定す

ること、県内外の通勤通学流動の統合分析を行うことなど
のために，県内都市圏の交流率の５％を利用する。また、
同一な交流率のもとで、県境を越える都市圏には、本質的
な構造意義を示しだすことができると考えられる。 
 
4.県境を越える地方都市圏の構成と変化 
4.1 福岡県と大分県の隣接の市町村場合 
表 1と図１をみると、福岡県の市町村から県境を越えて、

大分県の 2つの中心都市へ流入することがある。これに関
する市町村では、福岡県の豊前市、吉富町、大平村、新吉
富村の 4市町村から大分県の中津市へ流入し、福岡県の宝
珠山村から大分県の日田市へ流入している。 
なかには、流出流入市町村は、中津市と日田市が中心都
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通勤通学  交流率   

国勢調査  地方都市圏   

福岡市を中心都市として

表 1 県境を越える都市圏を構成する市町村の常住通
勤通学人口総数・中心都市へ流入する人数・交流率

1・福岡県と大分県の場合 
中津市を中心都市として  

2・福岡県と熊本県の場合 

日田市を中心都市として  

大牟田市を中心都市として

3・福岡県と佐賀県の場合 

久留米市を中心都市として

大川市を中心都市として  

注：太枠中の交流率に関している市町
村が当該時点に都市圏を構成しない。

中津市へ流入する市町村における 
常住通勤通学総数 

中津市へ流入する通勤通学人数  

中津市へ流入する市町村の流出率 

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
豊前市 17,215 17,044 16,966 16,654 15,829
吉富町 3,981 4,028 3,839 3,901 3,897
大平村 3,100 2,742 2,634 2,433 2,247
新吉富村 2,289 2,185 2,227 2,129 2,231

　 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
豊前市 1,006 1,169 1,363 1,480 1,543
吉富町 827 946 976 1,033 1,083
大平村 583 573 569 519 507
新吉富村 314 336 318 345 393

　 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
豊前市 5.84% 6.86% 8.03% 8.89% 9.75%
吉富町 20.77% 23.49% 25.42% 26.48% 27.79%
大平村 18.81% 20.90% 21.60% 21.33% 22.56%
新吉富村 13.72% 15.38% 14.28% 16.20% 17.62%

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
宝珠山村 1,453 1,288 1,206 1,124 1,019

　 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
宝珠山村 157 159 178 182 174

　 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
宝珠山村 10.81% 12.34% 14.76% 16.19% 17.08%

日田市へ流入する通勤通学人数 

日田市へ流入する市町村の流出率 

日田市へ流入する市町村における 
常住通勤通学総数 

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
荒尾市 26.14% 25.37% 25.87% 21.34% 21.76%
長洲町 8.98% 9.3% 8.90% 8.90% 8.48%
南関町 12.84% 12.06% 12.12% 12.12% 12.06%
岱明町 5.34% 5.10% 4.45% 4.31% 4.49%

大牟田市へ流入する通勤通学人数 

大牟田市へ流入する市町村の流出率 

大牟田市へ流入する市町村における
常住通勤通学総数 

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
荒尾市 28,409 29,131 28,753 27,637 27,647
長洲町 8,033 8,544 8,908 8,766 9,320
南関町 7,351 7,175 6,950 6,733 6,650
岱明町 7,027 7,718 8,004 7,987 7,776

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
荒尾市 7425 7,391 7,437 5,898 6,016
長洲町 721 798 793 780 790
南関町 944 865 842 816 802
岱明町 375 394 356 344 349

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
鳥栖市 11.51% 10.92% 10.13% 10.53% 9.88%
基山町 17.08% 16.81% 17.59% 18.56% 21.74%
浜玉町 6.71% 5.43% 6.20% 7.14% 6.82%
北茂安町 5.10% 5.14% 4.80% 5.30% 5.01%
中原町 6.24% 6.40% 5.57% 5.49% 5.26%

福岡市へ流入する通勤通学人数  

福岡市へ流入する市町村の流出率 

福岡市へ流入する市町村における 
常住通勤通学総数 

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
鳥栖市 26,742 28,185 28,989 30,567 33,067
基山町 6,294 6,430 7,133 7,766 9,986
浜玉町 5,634 5,984 5,827 5,912 6,148
北茂安町 4,980 5,522 5,837 6,170 6,507
中原町 4,148 4,378 4,611 4,916 5,148

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
鳥栖市 3,078 3,078 2,938 3,218 3,267
基山町 1,075 1,081 1,255 1,441 2,171
浜玉町 378 325 361 422 419
北茂安町 254 284 280 327 326
中原町 259 280 257 270 271

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
諸富町 6,006 6,668 7,038 7,150 7,185

大川市へ流入する通勤通学人数 

大川市へ流入する市町村の流出率 

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
諸富町 658 896 898 1,010 931

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
諸富町 10.96% 13.44% 12.76% 14.13% 12.96%

大川市へ流入する市町村における 
常住通勤通学総数 

久留米市へ流入する通勤通学人数 

久留米市へ流入する市町村の流出率 

久留米市へ流入する市町村における
常住通勤通学総数 

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
鳥栖市 26,742 28,185 28,989 30,567 33,067
三根町 5,079 4,915 4,786 4,815 4,567
北茂安町 4,980 5,522 5,837 6,170 6,507
中原町 4,148 4,378 4,611 4,916 5,148
上峰町 3,408 3,684 3,810 4,185 4,649

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
鳥栖市 1,658 1,789 2,042 2,280 2,371
三根町 786 838 768 720 627
北茂安町 1,064 1,289 1,382 1,403 1,385
中原町 291 350 367 374 366
上峰町 262 282 293 311 299

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年
鳥栖市 6.20% 6.35% 7.04% 7.46% 7.17%
三根町 15.48% 17.05% 16.05% 14.95% 13.73%
北茂安町 21.37% 23.34% 23.68% 22.74% 21.28%
中原町 7.02% 7.99% 7.96% 7.61% 7.11%
上峰町 7.69% 7.65% 7.69% 7.43% 6.43%
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市としての安定的な2都市圏を構成している。5時点の流
出率（交流率）と流入人数は、次第に増加している。した
がって、この2圏域では、通勤通学流動が増大しているこ
とがわかる。 
4.2 福岡県と熊本県の隣接の市町村場合 
福岡県と熊本県の隣接地域では、熊本県の市町村から県

境を越えて福岡県の大牟田市へ流入している。中心都市と
しての大牟田市へ流入する市町村は荒尾市、長洲町、南関
町、岱明町の 4 市町である。 
5時点の状況をみると、流出率と流入人数は、次第に減

少している。さらに岱明町の流出状態が 1985 年の時点か
ら交流率の 5％基準を下回るので、その都市圏の構成を確
定することができない。大牟田都市圏について、2つの段
階に分けてみると、1975年と 1980年時点に関する市町村
は上述の全てであり、1985年から 1995年に、岱明町を除
く、荒尾市、長洲町、南関町の3市町が都市圏を構成する
ようになっている。 
4.3 福岡県と佐賀県の隣接市町村の場合 
その 2つの県間の交流状況によって、佐賀県の市町村か

ら福岡県の福岡市、久留米市、大川市の3市へ流入するこ
とがある。 
福岡都市圏は、鳥栖市、基山町、浜玉町、北茂安町、中

原町の 5市町が構成している。5時点により、流入人数が
増え、流出率が増減をくり返す特徴がみられる。基山町は、
流出率が時点により増加している。また、北茂安町では、
1985年の時点に流出率は5％未満であり、圏域を確定する
ことができない。 
久留米都市圏では、鳥栖市、三根町、北茂安町、中原町、

上峰町の 5市町が構成している。それには、5時点により、
流入人数と流出率では、鳥栖市は増加しており、他の4町
は、増減をくり返す特徴がみられる。 
大川都市圏では、諸富町の1町が構成しており、流入人

数と流出率は増減をくり返す特徴がみられる。 

5.県境を越える地方
都市圏の形成条件と
交流特徴 
ここで、形成条件と

構成の特徴には、表裏
の関係がある。表 1 と
図 1 に基づいて、説明
は以下のとおりである。
①県境を越えて流入さ
れる中心都市は、本県
内の県内都市圏を中心
都市としたものである。
以上に関する中心都市
では、福岡県と大分県
の県内地方都市圏の中
心である。②隣接の県
の境界を構造する形で
は、“突入型”（福岡県
と佐賀県の境界状態）
と“末端曲がり型”（福
岡県と熊本県の境界状

態）があり、県境を越える都市圏を形成している注 2)。③
本研究の対象地域においては、交流が中心都市に単一な方
向に流動している。④境界に沿って市町村の交流圏域が形
成されている。福岡市は中心都市としての圏域形成が成さ
れていると同時に、九州地区の“中枢都市”としての強い
吸引力（影響）をもっている。 
 

6.総括 
本稿では、通勤通学の5％交流率によって、福岡県にお

ける隣接地域の“県境を越える地方都市圏”の構成と変化
および特徴を明らかにした。今後は、通勤通学以外の諸要
因との関連や交通網との関連を調査する必要がある。 
 
注 
1）交流率（流出率）＝ 
 
2）県の境界の類型 
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図１ 5 時点の交流状態   凡例：   100～499 人，   500～999 人，    1000人以上
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三瀬村 

基山町  

中原町 

北茂安町

三田川町

三根町 

上峰町 

七山村  浜
玉
町 

諸富町 

三瀦町千代田町 

福岡県 

佐賀県 

那
珂
川
町 

福岡市  

久留米市 

柳
川
市 

大川市 

小
郡
市 

筑紫野市 

前原市 
二丈町 

城島町 

佐賀市 

鳥栖市 
神
崎
町 

富士町 

東脊振村

脊振村 

三瀬村  

基山町 

中原町 

北茂安町

三田川町

三根町 

上峰町  

七山村 浜
玉
町 

諸富町 

三瀦町千代田町 

福岡県 

佐賀県 

那
珂
川
町

県 1 

県 2 

境界線  1.突入型 

県 1 

県 2 

境界線 
2.末端曲がり型 

県 2 は県 1 
に突入する 

県 1 と県 2 の境界の末 
端に曲がる形がある  
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